
旅する洗足池～等々力渓谷
２区の名勝を巡る

詳しくは「歴史スポットマップ
　　　～洗足池公園周辺編～」へ

「名勝洗足池公園保存活用計画」関連事業
大田区教育委員会文化財担当（令和６年６月）
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【都指定名勝】
　名勝とは「芸術上又は観賞上価値の高い」景観や土地と
して指定された、保護すべき文化財の一つです。
　都指定名勝の大田区「洗足池公園」と世田谷区「等々力
渓谷」は、自然豊かな名勝が近接する数少ない例です。この
２か所の魅力的な景観や歴史を巡る旅をしてみましょう。
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「稲荷坂」標柱

【徒歩ルート】（約３時間30分）
洗足池公園―九品仏道―奥澤神社―九品仏浄真寺―等々力渓谷

【電車ルート】（約２時間）
洗足池公園―九品仏道―大岡山駅―等々力駅―等々力渓谷

観音霊場
供養塔

庚申供養塔
（区指定）

（下図：国土地理院 Web 標準地図）
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旅する文化財
シリーズ１

石川村郷倉
（区指定）
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[奥澤神社]
　室町時代の創建と伝わり、厄除けの

「大蛇お練り行事」は、東京都無形民俗
文化財に指定されています。江戸時代の
一時期には大田区の密蔵院(田園調布
南24-18)が別当寺を務めていました。

[ 等々力渓谷 ]
　武蔵野台地の南端を谷沢川が侵食してできた、
延長約１ｋｍの東京 23 区唯一の自然渓谷です。渓
谷内からは、古墳時代後期に構築された横穴墓も
６基以上確認され、一部が保存されて外から内部
を見ることが出来ます。 [ 九品仏道 ]( 破線部分 )

　九品仏浄真寺へ至る旧道。現在は大学敷地などで全て
を歩くことはできませんが、途中まで名残を留めています。
周辺の供養塔は道標も兼ねており、中原街道からの分岐
の庚申供養塔には「従是九品佛道」、大学敷地手前の観
音霊場供養塔には「右 くほんふつみち」の文字が読み取
れます。また、「稲荷坂」の標柱に短い解説があります。

等々力通り
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[ 九品仏浄真寺 ]
　名前の由来は９躰の阿弥陀如来像で、
これらは東京都指定文化財となっていま
す。境内には、世田谷区指定文化財の三
仏堂や仁王門など多くの文化財を有して
います。
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九品仏浄真寺

「名勝洗足池公園保存活用計画」関連事業
大田区教育委員会文化財担当（令和６年６月）

（下図：「今昔マップ on the web」首都圏 1917-1924 年データ）

大正期の地図 ＊表面の現在の地図や地形と見比べてみましょう！

等々力渓谷

　都内の指定名勝は、江戸時代の大名や近代の名士
の庭園が多く、洗足池公園と等々力渓谷のように自然
景観に由来する場所は数か所しかありません。この２
つの名勝が近接して立地していることから、この周辺が
武蔵野台地と多摩川が形成する自然豊かな土地で
あったことがわかります。
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